
 

 

 
 
 

 

 

 
 

本号では、８月２２日（金）に開催した学力向上担当者会議において、光市立島田中学校と岩国

市立御庄小学校に発表いただいた実践事例を紹介します。２校の実践は、学力向上に向けた次のよ

うな取組を具体化したものといえます。 

 

 

 

各学校の実態に応じ、参考にしてください。 

 

 

 

島田中学校の「まなびのサイクル」は、下の図のとおり、授業で学習した内容と家庭学習

をつなげ、学びの好循環を生み出す取組です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同じ問題に繰り返し取り組むことで、どの生徒も「わかる」「できる」を積み重ね、自信を

深めています。特に、モジュールの時間（終わりの会の一部）から問題に取り組み始める→

家庭学習では続きからスタートできる という仕組みが、家庭学習の時間増につながったと

のことです。この取組は、中学校区内の４つの小学校にも広がり、小中一貫して取り組まれ

ています。算数・数学を中心に、国語、社会、理科、英語でも実施されて

います。 
今年度は、新たに「ＵＰ↑ＵＰ↑集会」という、縦割り班で家庭学習ノ

ートを紹介し合う機会を設けたそうです。異学年の生徒の学び方に刺激を

受けて学習意欲を向上させ、学びについて語る経験が、自己管理能力の向

上にもつながったようです。学校運営協議会や校内学力向上委員会等を通

して見直し・改善が図られ、創意工夫を生かした取組が進められています。 
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未来を拓く たくましい 「やまぐちっ子」の育成 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

 

組織的な取組で子どもと教師が伸びる！ 

光市立島田中学校「全校体制による計画的・継続的な補充学習等の実施 

～生徒の自己管理能力の育成をめざして～」 

one-up ノート：家庭学習ノート 

ノート４分割法：１ページを４分割し、同

じ問題に複数回取り組ま

せ、定着を図る仕組み 



 

 

 
 

御庄小学校では、「岩国市授業スタンダード」に示された、授業の【終末のポイント】を基

に、「引き出したい振り返り」を意識した授業づくりに組織的に取り組んでいます。 
 

 

 

 

 

 

 

「振り返り」の大切さや「引き出したい

振り返り」を意識した授業づくりの具体等

について、校内研修で協議し共通理解を図

っているとのことでした。 

２年目の先生は、「引き出したい振り返

り」を意識した逆向き設計の授業づくりに

ついて、右図のように整理しておられまし

た。授業づくりの手法としての「引き出し

たい振り返り」の価値を、しっかりと認識

している様子がうかがえました。 

３年目の先生は、ねらいを基に「引

き出したい振り返り」を考える際に、

「楽しかった」「できた」だけでな

く、各教科等の見方・考え方を働かせ

ることや友達との関わり、次時への意

欲などを視点とすることを大切にして

いるとのことでした（左上図）。 

その「引き出したい振り返り」をも

とに逆向き設計で授業を構想し、例え

ば音楽科の授業において、音の重ね方

を個人で考える時間や、友達の作った

音の組合せを班で協働的に演奏する場

面などを設定されました。（左下図） 

その他にも、校内研修や人材育成会

議など様々な場面で、「引き出したい

振り返り」を切り口にした授業改善に

取り組まれています。「引き出したい

振り返り」を具体的に設定すること、

逆向き設計で授業をつくる（めあてや

学習活動を設定する）こと等を、校内

全体に浸透されているようです。 

 

「岩国市授業スタンダード」より 

岩国市立御庄小学校「市の施策を学校に浸透させ、児童に届ける 

～引き出したい振り返りを意識した授業づくり～」 


